
クリストフ・ヴィリバルト・グルック                        

（Christoph Willibald Gluck, 1714–1787）は、主にオペラ作曲家として知られていますが、

歌曲もいくつか作曲しています。グルックの歌曲は、彼のオペラに見られる劇的で表

現力豊かなスタイルが特徴であり、当時の他の作曲家に比べてシンプルかつ感情

的な表現が際立っています。彼の歌曲は、それほど数は多くないものの、重要な位

置を占めています。 

 《Che farò senza Euridice》（ケ・ファロ・センサ・エウリディーチェ） 

• 出典: オペラ《オルフェオとエウリディーチェ》 

• 解説: このアリアはグルックの最も有名な歌曲の一つであり、オペラ《オルフェオ

とエウリディーチェ》のクライマックスシーンで歌われます。オルフェオが亡くなった

妻エウリディーチェを取り戻すために冥界に向かい、最後の別れを嘆く感動的な

場面です。シンプルで美しい旋律が、オルフェオの深い絶望と悲しみを強調して

います。ピアノ伴奏やオーケストラ伴奏で演奏されることが多く、情緒豊かに歌

われることが特徴です。 

 《O del mio dolce ardor》（オ・デル・ミオ・ドルチェ・アルドール） 

• 出典: オペラ《パリーデとエレーネ》 

• 解説: このアリアは、グルックの劇音楽の代表的な歌曲の一つです。パリスが

エレーネに対する熱烈な愛情を表現する内容で、甘美で柔らかな旋律が特徴

です。情熱的な表現と繊細な感情が込められており、当時の古典的な様式を

保ちながらも、感情の奥深さが感じられる作品です。恋愛における憧れと切望

が、美しいメロディーで描かれています。 

 《Die Mutter mit dem Kind》 

• 出典: グルックのドイツ語歌曲 

• 解説: これはグルックの少ないドイツ語による歌曲の一つで、母親が子供をあや

す様子を描いたものです。シンプルな旋律と優しい伴奏が特徴で、グルックの表



現力豊かなオペラスタイルとは異なる、控えめで内向的な作品です。母と子の

静かな交流を描写しており、温かみのある感情が感じられます。 

 《Berenice, che fai》（ベレニーチェ、ケ・ファイ） 

• 出典: グルックのイタリア語歌曲 

• 解説: この歌曲は、ベレニーチェという女性が苦悩の中で自問自答する内容で

す。感情の高まりが旋律の中で明確に表現されており、グルックの劇的なセンス

が遺憾なく発揮されています。歌詞と音楽が密接に結びついており、ベレニーチ

ェの心理的な葛藤が生々しく伝わります。ピアノ伴奏はシンプルですが、旋律の

ドラマティックな展開をサポートしています。 

 《Se mai senti spirarti sul volto》（セ・マイ・センティ・スピラルティ・スル・ヴォルト） 

• 出典: オペラ《アルチェステ》 

• 解説: このアリアは、アルチェステが死を迎える前に夫に別れを告げる場面で歌

われます。深い愛と犠牲の精神を表現しており、哀愁漂う旋律がその悲劇的な

状況を反映しています。グルックの他の作品と同様、シンプルな音楽構造の中

に感情の奥深さが込められており、歌詞のドラマティックな展開を音楽で見事に

補完しています。 

グルックの歌曲は、彼のオペラと同様に、感情表現が非常に重視されています。彼は

複雑な装飾や技巧的なパッセージを避け、歌詞の内容と感情に焦点を当てたシンプル

な作風を採用しています。これにより、聴衆は歌詞の意味により集中することができ、音

楽が詩と密接に結びついています。 

また、グルックはフランス語、ドイツ語、イタリア語といった多言語で歌曲を作曲しており、

各言語のニュアンスを生かして感情を表現しています。彼の歌曲は、彼のオペラに比 

べると知名度は低いものの、その抒情性やドラマ性によって高い評価を受けています。 

グルックの歌曲は、演奏技術的にはそれほど難しくないものが多いですが、感情表現や

言葉のニュアンスをしっかりと把握することが重要です。歌い手はシンプルな旋律の中で

深い感情を表現することが求められ、オペラ的なドラマを繊細に伝える必要があります 
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